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1

名
著
教
授
井

藤
半
弼
著
作
目
鐘

H
ゴ

チ

ッ

ク

は

単
行

書
｡

内

容
に

襲
更
の

な
い

単
な

る

重

刷
の

も

の

は

掲
げ

ら

れ

て

い

な
い

｡

円
座

談
合

､

談

話
等
の

観
閲

､

難
詰
記

事
は

含
ま

な
い

｡

大

正
三

年
(

一

九
一

四

年
)

句
○

邑
笥
C
O

∃
e

苫
○

已
e

喜
e

(

京
都
市
立

第
一

商
業
畢
校
『

校
友
合
議
』

第
一

五

集
､

一

月
一

日

饅
行
)

大

正

四

年
(

一

九
一

五

年
)

一

橋
創
立
四

十
周
年
記
念
大
骨
記
事

､

九
月
二

十
四
日

重
の

部
(
『

一

橋
合
雑
誌
』

第

二
三

琴
十
月
競
十
月
二

十
七

日
､

無
署
名
)

大
正

大
串
(

一

九
一

七

年
)

■

阪
紳
海
運

事
情
調

査

報
告
書
(

馬
本

+

和
装
四

六

倍
剣

､

六
二

六

頁
､

十
二

月
､

一

橋
大
拳
固
書
館
所
蔵
)

大

正

八

年
(

一

九
一

九

年
)

ミ
フ

ー

『

金
の

解
放
』

邦
詳
(
『

大
阪
銀
行
通
信
線
』

第
二

六

三

親
1

頼
署
名
)

､

1

.

ケ

メ

ラ
ー

『

戦
争
と

利
子
歩
合
』

邦
詳
(

『

国
民
経
済
雑
誌
』

第
二

六

名
第
六

競
､

六

月
一

旦

大

正

九
年
(

一

九
二

〇
年
)

■

エ

ァ

ブ
ス

『

貸
簡
の

単
位
を

安
定
な

ら

し

め

ん

と

す
る

凍
実
に

舶
す
る

考
案
』

:

邦

軍
(

『

大
阪
銀
行
通
僧
藤
』

第
二

六

九
観

､

無
署

台
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社
食
改
造
の

詩
碑

静
(

『

国
民

経
済
難
詰
』

第
一

了
八

巻
第
三

汝

三

月
一

日
､

同
四

競

四

月
一

日
)

敢

書
改
造
に

湘
す

る

若
干
の

畢
故
研

究

1
専

攻

部

卒

業

論
文

(

完
本

､

菊
判

､

二

六
一

頁
､

二

月
､

一

橋
大
拳
固
書
館
所
載
)

大
正

】

0

年
(

一

九
二

一

年
)

エ

ド
ワ

ー

ド
･

カ

ー

ペ

ン

タ
ー

の

文
明
及
人
生

観
(

東
京
商
科
大
草
『

商
畢
研
究
』

第
一

巷
第

一

坂
)

昭

和
〓

年
(

一

九
二

七

年
)

経
済
的
煩
墳
主
義
(

『

一

橋
新
聞
』

第
五

五

競
､

七

月
一

八

日
)

財
政

学
派
(

『

商
寧
研
究
』

第
七

奄
第

一

競
)

昭

和
三

年
(

一

九
二

八

年
)

生

活
の

萄
術
(

『

一

橋
新
聞
』

四

月
九
日
)

シ

ャ

ン

ツ

教
授
の

就
賀
論
文
集
(

『

一

橋
新
聞
』

五

月
七
日
)

故
本
多
博
士
著
『

欧
米
経
済

界
の

喜
悲
劇
』

(

『

一

橋
新
聞
』

七
月
二

日
)

.
.
夏
休
み
(

『

一

橋
新
聞
』

九
月

一

七

日
､

田

力
詞
と
い

う
筆
名
を

用
う

｡

)

■
畢
術
雑
誌
の

群
雄
割
接
(

『

一

橋
新
聞
』

一

〇
月
四
日
)

財
政
類
型
の

構
想
(

『

商
拳
研
究
』

第
七

奄
第
二

競
)

社
食
政
策
的
租
税
概
念
(
『

商
畢
研
究
』

第
八

葛
第
三

競
)

財
政
新
観

事
財
政

社

食
畢

(

『

法
律
春
秋
』

第
三

巷
第
四

競
)

マ

ル

キ

シ

ズ
ム

の

社

食
政
策
概
念
(

『

法
律
春
秋
』

第
三

奇

策
七

競
)

映
童
の

社
食
性
(

『

法
律
春
秋
』

第
三

竜
一

一

視
)

国
家
観
に

於
け

る
二

傾
向
と

徴
税
の

論
接
(

青
山

畢
院
『

経
済
評
論
』

第
八

競
)

映
基
金
業
と

映
董
政

策
(
『

国
際
映

童
』

一

二

月

競
)
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昭
和
四

年
(

一

九
二

九
年
)

草
間
と

生

活
(

『

一

橋
新
聞
』

三

月
一

一

日
)

イ
エ

ヒ

ト

著
『

財
政
の

本
質
と

諸
形
態
』

(

『

一

橋
新
聞
』

六

月
→

七
日

｡

田

力

網
と
い

う
筆
名
を

用
う

｡

)

近
代
主
義
と

未
栴
紳

軽
(

『

一

橋
新
聞
』

六

月
一

七

日
)

租
検
経
済
よ

り

官
業
経
済

へ

(

『

一

橋
新
聞
』

一

一

月
二

五

日
)

社
食
政

策
概

念
の

歴
史
的
薇
展
(

一

橋
新

聞
部
編
『

文
化
諸
科
畢
論
集
』
)

昭

和
五

年
(

一

九
三

〇
年
)

社
食
映
毒
に

於
け

る

表
現
性
と

動

因
性
(

『

国
際
映
査
新
聞
』

一

月

競
)

中
川
典
之
助
氏
著
『

財
政
現
象
の

研
究
』

(

『

一

橋
新
聞
』

一

〇
九
競

､

三

月
二

六

日
｡

落
合
不
二

也
と
い

う
筆
名
を

用
う

｡

)

個
人
主
義
政
兼
論
の

諸
相
(
『

経
済
往
来
』

第
五

巷
第
四

境
)

財
政
哲
畢
の

興
起
(

『

東
京
朝
日

新
聞
』

五

月
一

七
日

､

一

九
日

､

二

〇
日
)

畢
託
と

環
境
(

『

大
倉
高
南
新

聞
』

五

月
二

五

日
)

晩

年
の

頑
田

先
生
(

『

加
水
合
食
報
』

七

月
耽
)

塵
業
非
合
理

化
に

よ

る

失
業
救
済
(

『

一

橋
新
聞
』

九
月
八

日
)

個
人

主
義
の

政
策
原
則
(

青
山
畢
院
『

経
済
評
論
』

第
一

一

競
)

国
家
社
食
主
義
の

語
義
(

『

法
律
春
秋
』

第
五

巷
第
六

競
)

租
税
原
則
管
見
(

『

法
律
春
秋
』

第
五

巷
第
九
競
)

昭

和
大

牢
(

一

九
三

一

年
)

永
井
享
氏
著
『

社
食
組
織

･

社
食
階
級

-
社

食
政

策
鰻
系

第
一

葛
』

(

『

一

橋
新
聞
』

四

月
二

七

日
)

早
着
と

政
策
(

『

大
倉
高
南
新
開
』

七

月
一

五

日
)
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ス

ポ

ー

ツ

社
食
畢
(

『

大
挙
と

社
食
』

第
一

親
)

東
京
政
治
経
済
研
究
所

編
『

政
治
経
済
年
鑑

一

九
二

〇

-
三

〇
』

(
『

大
草
と

社
食
撃
+

第

十

兢
)
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大
内
兵
衛
著
『

財
政
畢
大

網
､

中
巻

､

租
税
論
』

(

『

大
草
と

社
食
』

第
一

競
)

行
き
づ

ま

れ

る

我
が

租
税

財
政
の

清
爽
(

『

大
草
と

社
食
』

第
二

競
)

政
策
論

､

殊
に

財
政
政

策
論
の

構
造
(

『

大
挙
と

社
食
』

第
五

競
)

財
政
草
原
理

-
財
政
政

策
緒
論

(

菊
判

､

三

七

五

頁
､

巌
松
堂

､

一

〇
月
三

〇
日
)

租
税
に

代
は

る

新
財
源
(

『

都
市
問
題
』

第
一

三

宅
第
四

境
)

平
凡
社
『

大
百
科
事
典
』

仝
二

十
七

巷
(

昭

和
六

年
七

り

九
年
に

螢
行
)

及
び

新

補
一

巻
(

昭

和
一

四

年
)

中
の

『

愛
国
公
債
』

以

下
､

財
政
に

闘
す

る
二

百
数
十
項
目
の

ほ

と

ん

ど

全
部
(

こ

の

う
ち

内

外

閲
の

財
政

史
､

財
政
事

情
､

租
税

史
に

関
す
る

も
の

の

大

部

分

は
､

他
の

形

式
で

印
刷

公

表
さ

れ

て

お

ら

な
い

)

､

『

稲
田

徳
三
』

等
､

財
政
以

外
の

数
項
目

｡

●

昭

和
七
年
(

一

九
三

二

年
)

岩
波
書
店
『

世
界
政
治
経
済
年
鑑
』

(

『

一

橋
新
聞
』

一

月
二

三

日
)

.

減
税
よ

り

増
税
ヘ

ー
財
政

生

活
の

悩

(

『

中
央
公
論
』

第
四

七

巷
第

一

競
)

･
杜

一
息
過
と

近

代
生

活

(

四

六

判
､

二

二

五

頁
､

同
文
館

､

二

月
五

日
)

非
現
箕
的
な

安
置
研
究
(

『

一

橋
新
聞
』

四

月
三

〇
日
)

時
局
匡
救
濠
算
の

貴
赦
を

疑
ふ

(

『

経
済
情
報
』

第
七

巷
第
九
競
)

岐
路
に

た

つ

社
食
政
策
論
(
『

社
食
政
策
時
報
』

第
一

四

六

戟
)

高
率
配
嘗
と

課
疎
開
題
(

『

日

本
国
民
』

八

月
競
)

ロ

シ

ア

財
政
事
情

､

累
進
椀

､

累
退
税
(

大
阪
商
科
大
草
経
済
研
究
所
編
『

経
済
季
節
典
』

第
五

巷
)

大
内
教
授
の

批
判
に

答
ふ

(

東
京

商
科
大
草
研
究
年
報
『

経
済
学
研
究
』

H
)

.
∴

租
税
と

社
食
主
義
(

『

法
律
春
秋
』

第
七

巷
第

一

競
)

.
非
常
時
の

財
政
政
策
(

『

一

橋
新
聞
』

一

〇
月
二

九
日
)

て

巧
1

へ
､

｢
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∵
r

r
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社
食
様
相
を

反
映
す
る
え

ボ
ト

ツ

の

興
亡
欒
逮
(
『

帝
大
新
聞
』

一

〇
月
二

四

日
)

∴

昭

和
八

年
(

一

九
三

三

年
)

レ

ヴ
ュ

ウ
､

ヴ
ォ

ー

ド

ゲ
ィ

ル

と
い

ふ

言
葉

(

『

一

橋
文

萄
』

一

月
競
)

野
球
リ

ー

グ

の

改
革
問
題

-
莫
大

な

純
利
益

が

弊
害

､

先
づ

納
付

金

制
を

と

れ

(
『

帝
大
新
聞
』

一

月

九
日
)

選
手
制
廃
止
論
と

髄
育
の

一

般
化
(

『

帝
大
新
聞
』

五

月
二

九
日
)

■.

ヘ

ル

ク

ナ

一

党
生
の

追
憶
(
『

社
食
政
策
時
報
』

第
一

五

三

戟
)

非
常
時
財
渡
と

し
て

の

官
営
富
薮
(

『

政
治
経
済
時
論
』

第
八

巻
第

一

〇
競

)

租
税
原
則
論
の

諸
問
題
(

頑
田

徳
三

博
士
追
憶
論
文
集
『

経
済
畢
研
究
』

)

租
税

､

公
債
に

代
る

新
財
政
形
態
(

『

エ

コ

ノ
､

､

､

ス

ト
』

第
一

一

巻
第
七

競
)

統
制
経
済
財
政
論

-
日

本

統
制

経
済
全

集

第
四

葛

(

菊
判
四

三

八

頁
､

改
造
祀

､

九
月
二

〇
日
)

財
政

現
象
の

賓
置
研
究
(

青
山
寧
院
『

経
済

評
論
』

第
一

八
親
)

財
政
貴
君
研
究
の

危
険
性
(

『

税
』

第
一

一

巻
第
五

競
)

財
産
税
の

形
態
(

『

税
』

第
一

一

巻
第
九
競
)

財
政
改
革
の

問
題
と

其
封
策
(

『

東
洋
経
済
新

報
』

第
一

五

五
五

戟
)

昭

和
九
年
(

一

九
三

四

年
)

東
京
市
の

新
税
計
量
(

『

一

橋
新
聞
』

二

月
一

二

日
)

岡
田

直
策
氏
著
『

国
税
徴
収
法
精
解

』

(

『

一

橋
新
聞
』

五

月
二

八
日
)

､

東
京
市
新
税
の

四

者
は

大
鱒
良
椀
(
『

都
市
間
題
』

第
八

奄
第
三

競
)

累
進
課
税
と

限
界
利
用
学
説

(

『

椀
』

第
一

二

名
第

一

〇
戟
)

小

樽
と
ヘ

ル

ぺ

チ

ア

(

『

文
髄
』

五

月

競
)

最
少
社
食
併
催
主
義
の

租
税
原
則
論
(

青
山
畢
院
『

経
済
評
論
』

第
二

〇
競
)
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√
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政
策
論
の

形

式
と

し
て

の

目
的
論
(

『

大
倉
草
食
誅
』

改
巷
第
四
地

肌
)

昭

和
【

0

年
(

一

九
三

五

年
)

寄
附
金
の

悪
税
的
作
用
(

『

一

.
橋
新
聞
』

一

月
二

八

日
)

ベ

ル

ン

ハ

ル

ト

と

ア

ン

ド
レ

エ

の

租
税
組
合
論
(

『

東
京
日
々

新
聞
』

二

月
二

四

日
､

二

六
日

､

二

八

日
)

同
上

(

東
京
日
々

新
聞
敢
経
済
部
編
『

新
税
を

探
る
』

に

樽
載
)

･
■

普
遍
性

､

平

等
性
原
則
の

歴
史
的
現
代
的
意
義
(

神
戸
商
業
大
草
新
畢
舎
竣
工

記

念
特
輯

『

六

甲
茎
』

)

花
戸
教
授
の

ゲ
ル

ロ

フ

観
(

『

国
民

経
済
雑
誌
』

第
五

八

巻

第
四

競
)

花
戸
教
授
の

ゲ

ル

ロ

フ

観
再
吟
味

(

『

国
民

経
済
雑
誌
』

第
五

九
零
第

一

競
)

花
戸
教
授
の

批
判
に

答
ふ

(

東
京
商
科
大
草
研
究
年
報
『

経
済
学
研
究
』

㈹
)

脚

租
凍
原
別
事
詮
の

構
造
と

生

成

-
単
位

論
文

(

菊
判

､

六

五

四

頁
､

同
東
財
政
概
論
(

菊
判

､

二

五

〇
頁

､

巌
松
堂

､

〓
月

一

五

日
)

永
田

清
教
授
者
『

財
政

撃
概
説
』

上

巻
(

『

三

田

評
論
』

第
四

五
三

兢
)

財
政
学
原
理

-
】

文
献

解

説

(

一

橋
新
聞
部
編
『

経
済
畢
研
究
の

莱
』

)

巌
抵
堂

､

一

〇
月
三

〇
日
)

竿軍‾･き

昭

和
一

■

年
(

一

九
三

六

年
)

財
政
政

策
の

新
基
調
(

『

日

本
評
論
』

五

月
競
)

南
ま
財
政
概
論

-
訂
正

版
(

菊
判

､

二

五

〇
頁

､

巌
松
堂

､

一

〇
月
五

日
)

株
制
改
革
の

目
標
を

覆
へ

す
事
賓

(
『

東
洋
経
済
新
報
』

一

〇
月

一

〇
日

競
)

地

方
棟
改
革

案
批
判
(

『

一

橋
新
聞
』

一

〇
月

一

二

日
､

二

六
日
)

地

方
税
改
革

案
の

批
判
(

『

税
』

一

一

月

競
)

地

方
財
税
制

改
革
案
の

検
討

･

･

-
-

改

革
案
運

用

上
の

危
険

(

『

都
市
問
題
』

一

一

月
親
)

ヘ

ル

ク

ナ

し
.

差
率
税

､

臨
時
利
得
椀
の

三

項
目
(

大
阪
商
科
大
草
経
済
研
究
所
編
『

経
済
季
節
典
』

追
禰
)

且

1

寅

1′
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一

す

や

㌔

昭
和
､
〓

一

■
年
(

一

九
三

七

年
)

結
城
財
政
の

検
討
(

『

東
京
朝
日

新
聞
』

二

月
一

三

日
)

結
城
財
政
の

輪
郭
(

『

一

橋
新
聞
』

二

月
一

七

日
)

税
制
改
革
実
の

批
判

(

市
立

横
濱

一

商
業
専
門
学
校
『

横
濱
経
済
研
究
所
時
報
』

第
五

億
第

表
､

三

月
)

韓
央
財
政
概
論

-
増

訂

版

(

菊
版

､

二

八

九
頁

､

巌
枚
堂

､

五

月
五

日
)

猪
谷
善

一

助
教
授
著
『

日

本
経
済
及
経
済
政

策
』

(

『

一

橋
新
聞
』

五

月
一

〇
日
)

林
内
閣
濠
算
の

社
食
政
策
(

『

社
食
政

策
時
報
』

五

月

競
)

家
屋
税
改
革
問
題
(

『

東
京

一

商

科
大
草
六

十
周
年
記
念
論
文
集
』
)

財
政
畢
入

門
(

四

六

判
､

三
一

七

頁
､

日

本
評
論
敵

､

一

一

月
二

五

日
)

戦
時
財
政
鰻
制
と

物
償
(

『

大

倉
高
商
畢
報
』

一

二

月

我
)

財
政
串
原
理

-
財
政
政
策
親
許

1
改

訂

版
(

菊
判

､

三

七

五

頁
､

巌
松
堂

､

六

月

吾
ヱ

昭

和

〓
ニ

年
(

一

九
三

八

年
)

事
欒
前

後
の

我

国
財
政
と

物
債
問
題
(

上

田

貞
次
郎
編
『

戦
時
経
済
講
話
』

)

イ

タ

リ
ア

財
政
と

生

産
主
義
原
則
(

内
地

廉
書
博
士
還
暦
疏
賀
記
念
『

商
撃
論
集
』

)

支
部
事
襲
財
源
の

特
異
性
(

『

一

橋
論
叢
』

第
一

葛
第

一

競
､

一

月
一

日
)

賀
屋
増
税
の

傾
向
(

『

東
津
軽
済
新
報
』

二

月
二

六

日
)

支
部
事
欒
戦
費
と

国
民
所
得
(

協
調
骨
友
の

合
『

つ

ち
か

ひ
』

第
二

四

競
)

租
税
問
題
批
判
の

論
接

(

『

財
政
』

四

月

競
)

宮
田

喜
代
蕨
著
『

経
営
と

経
済
と
の

基
本
鯛
係
』

. (

『

一

橋
論
叢
』

第
一

奄
第
六

兢
､

六

月
一

日
)

わ

が

愛
惜
の

書
(

日

本
評
論
敢
『

新
刊
案
内
』

七

月
競
)

高
垣

末
次
郎
編
『

商
業
経
済
群
典
』

中
の

､

財
政
畢

､

社
食
政

策
､

軽
済
寧
に

関
す
る

数
十
項
目

｡

ー.

ノ

七

㌢

ご

叶

J侶
ヽ



J右-
iア丁` で 丁 √ アー

も

一 橋 論叢 第 由十 二 名■第六耽 ( 15 8)

制
度
改

革
よ

り

む

人
間
改
造
(

『

一

知
合
禽
報
』

一

二

月
二

五

自
)

戦
時
及

戦
後
の

財
政
問

題

-
銀

行

叢
書
第
三

八

編
(

A
5

列
､

一

〇
五

頁
､

東
京
銀
行
集
合
所

､

一

二

月
一

五

日
)

昭

和
一

四

年
(

一

､
九
三

九
年
)

増
税
政

策
確
立
の

急
務
(

『

工

業
大
草
蒔
前
新
聞
』

一

月
一

日
)

長
期
建
設
下
の

財
政
政
策
(

『

商
工

経
済
』

一

月

兢
)

･
戦
時
及
戦
後
の

財
政
問
題
H

､

由
(

『

東
京

銀
行
通
信
録
』

一

月
及
び
二

月

親
)

持
回
期
に

立
つ

財
政
政

策
(

『

改
造
』

二

月
兢
)

ス

ポ

ー

ツ

協
同
僅

-
偏

狭
な

立

場
を

捨
て

よ

(

『

帝
国
大
学
新
聞
』

二

月
六
日
)

卦

囲
執
下
町

増
税
問
題
(

『

法
政
大
学
新
聞
』

二

月
二

〇
日
)

戦
後
の

公
債
封
策

(

『

財
政
』

三

月

競
)

轟
七

十
四

議
合
の

珠
算
及
増
株
問
題
(

『

一

橋
論
叢
』

第
三

巷
第
五

競
､

■.
五

月
. 一

8
)

古8澄

戦
時
財
政
課
話
(

四

六

判
､

一

九
二

頁
､

巌
松
堂

､

四

月
二

〇
日

｡

九
三

九
年

一

二

月
一

〇
日

競
よ

り

数
回
に

わ

た
っ

て

連
載
)

パ

ン

チ
ョ

ン

･

サ
.

ワ

ブ

ル

ッ

ク

に

よ

る

タ

イ

国
語
詳
が

→
F
①

セ

邑
O

n

誌
に

一

ス

ポ
ー

ツ

週
語
(

『

河
北
新
聞
』

六

月
二

六

日
)

･世
界
の

見
本
市

-
ス

ポ

ー

ツ

評
論
(

『

讃
賓
新
聞
』

七

月
二

九
日
)

分
業
の

弊
(

『

科
挙
知
識
』

八

月
競
)

経
済
原
論
と

目
的
論
(

坂
西
由
頼
博
士

邁
暦
祝

賀
記
念
『

経
済
畢
経
済
史
の

諸

問
題
』

)

商
家
財
政

概
論

-
全

訂

版
(

菊
判

､

二

二

五

頁
､

巌
松
堂

､

九
月
五

日
)

戦
時
公
債
償
還
問
題
(

佐
野
善
作

博
士

還
暦
祝
賀
論
集
『

金
融
の

理

論
及
政

策
』
)

由
和
一

五
年
(

一

九
四

〇
年
)

人
間
の

値
段
(

『

東
京
朝
日

新
聞
』

五

月
二

七

日
)

屯

＼

､

､

√

げ

＼

ト
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欧
洲
諸
国
の

戦
時
財
政
(

ラ

ジ

オ

講
演
講
座
六

月

下
旬
競
)

新
経
済
髄
制
を

ど

う
す
べ

き

か

ー
財
政
(

『

東
京
日
々

新
聞
』

八

月
一

七

日
､

一

八
日
)

戦
後
イ
ン

フ

レ

の

危
険
(

『

科
挙
知
識
』

九
月

一

日
)

ア

イ
ン

チ

タ

ヒ

『

世
界
財
政
金
融
』

(

『

改
造
』

時
局
版

､

九
月
二

日
)

全

潰
主
義
と

個
人

主
義
(

『

横
濱
高
商
撃
報
』

二
月
二

〇
日
)

新
髄
制
と

租
税
政
策
(

『

財
政
』

二
一

月

兢
)

財
政
草
原
理

-
文

麒

解
説

改

訂

(

一

橋
新
聞
部
編
『

経
済
草
研
究
の

莱
』

改
訂
版
)

財
政
畢
入

門

-
改

訂

版

(

四

六

判
､

三
一

七

頁
､

日

本
評
論
杜

､

一

〇
月
二

〇
日
)

財
政

畢
基
本
原

理

-
新

経
済
畢

全

集

(

菊
判

､

三

四

六

頁
､

日

本

評
論
社
)

昭

和

〓
八

年
(

一

九

四
一

年
)

全

膿
主
義
と

社
食
紹
封
主
義
(

『

統
制

経
済
』

一

月
競
)

不

遇
の

財
政
学
者
瀧
本
英
夫
の

こ

と

(

『

一

橋
新
聞
』

三

月
一

〇
日
)

兵
役
梶
と

人

頭
税
(

『

科
畢
主
義
工

業
』

四

月
一

日
)

将
来
我
が

国
の

増
税
方
針
(

『

一

橋
論
叢
』

第
七

巷
第
四

競
､

四

月
一

日
)

戦
時

財
政

講
話

-
増

補
版

(

四

六

判
､

二

三

〇
頁

､

巌
枚
堂

､

五

月
一

五

日
)

努
働
と

報
酬
の

距
離
(

『

文
香
春
秋
』

六

月
競
)

ゾ
ム

バ

ル

ト

の

講
義
を

聴
い

た

頃
(

『

一

橋
新
聞
』

六

月
一

〇
日
)

｢

･■
交
戦
諸
国
民
の
■
経
済
負
塘
(

『

講
演
の

友
』

七

月
三

〇
日
)

言
葉
の

魔
術
(

『

報
知
新
聞
』

八

月
二

三

日

夕
刊
)

粛
入
町

見
た

瞥
師
生

活
(

『

撃
事
公
論
』

九
月

二
土

日
)

･

欧
米
列
強
の

戦
時
財
政
(

文
香
春
秋
祀
『

現
地

報
告
』

一

〇
月

一

〇
日
)

時
尽
と

檜
栓
(
『

東
京
日
■々

新
聞
』

一

一

月
五

日

及

望
ハ

日
の

夕
刊
)

/

＼
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今
度
の

村
税
計
量
(

『

一

橋
新
聞
』

二
月

一

〇
日
)

由
女
財
政
轍
辞

-
四

訂
版
(

A
5

判
､

二

三

八

頁
､

巌
枚
堂

､

一

〇
月
二

〇
日
)

施
政

演
説
に

應
へ

て

(

『

名
古
屋
新
聞
』

二
月
二

二

日
)

昭

和
-

七

年
(

一

九
四
二

年
)

全
膿
主

義
財
政

論
(

『

日

本
国
家
科
畢
大
系
』

第
一

■○
奄
『

経
済
畢
肖
』
)

国
家
科
撃
と

は

何
か

(

‡
業
之
日

本
敢
『

国
家
科
挙
』

の
､

二

月
二

日
)

戦
争
技
術
と

経
済
技
術
(

『

一

橋
新
聞
』

三

月
一

〇
日
)

頑
田

先
生

と

草
間
の

権
威

(

『

一

橋
新
聞
』

五

月
一

〇
日
)

戦
時
財
政
論
の

方
法
と

課
題
(

『

一

橋
論
叢
』

第
一

〇
巷
第
二

親
､

八

月
一

日
)

財
政
畢
入

門
･

-
増

訂

版
(

B

6

判
､

三

三

二

頁
､

.
日

本

評
論
敵

､

九
月
五

日
)

長
期
建
設
戦
の

恒
久

財
波
(

『

日

本
諸
畢
』

第
二

兢
､

二
月
二

〇
日
)

日

本
諸
寧
振
興
委
員
合
第
四

同

産
済
草
食
所
感
(

『

日

本
諸
畢
』

第
二

競
､

二
月
二

〇
日
)

現
代
戦
時
財
政
の

特
性
(

一

橋
新
聞
部
編
『

絶
力
戦
経
済
の

理

論
』
)

昭

和
-

∧

年
(

一

九
四
三

年
)

増
税

観
の

樽

換
(

『

東
洋
経
済
新
報
』

新
年
特
別
兢

)

財
政

自
由
主
義
と

財
政
全
倦
主
義
(

上

田

貞
次
郎
博
士
記
念
論
文
集
第
二

巷
『

経
済
の

歴
史
と

理

論
』
)

脊8さ

南

ま
財
政

概
論

-
五

訂

版

(

A
5

判
､

二

三

六

頁
､

財
政
串
概
論
(

A
5

列
､

四
五

二

頁
､

日

本
評
論
敵

､

戦
費
の

計
算
方

法
(

『

一

橋
論
叢
』

第
一

二

奄
第
六

競
､

昭

和
-

九
年
(

一

九
四
四

年
)

巌
稔
堂

､

一

〇
月

一

五

日
)

一

二

月
一

〇
日
)

一

二

月
一

日
)

＼

▼
恵
一

ざ

確

1

■小

! ｢
＼
､
)

､

′

薮

騒



′
､

-

.

一

軍
一

∵

ふ

′
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＼

｢( 王6 1) 各春教授井庵争覇著作日録

現
在
列
国
戦
費
と

経
済
負
婚
(

『

日

本

経
済
』

第
一

巷
第

一

競
､

一

月
一

日
)

財
政
学
と

経
済
学
の

交
渉
(

『

一

橋
新
聞
』

二

月
二

〇
日
)

戦
争
資
源
と

国
民
滑
費
生

活
(

小

樽
高
商
『

商
寧
討
究
』

第

二
八

巻
､

手

塚
寿
郎
教
授
追
悼
記
念
論
文
集
『

絶
力
戦
経
済
の

研
究
』

三

月
一

〇
日
)

生

活
郎
錬

成
(

『

一

橋
新
聞
』

三

月
二

〇
日
)

大
東
亜

戦
争
と

経
済
負
捨
(

『

日

本
諸

学
講
演
集
』

第
一

六

輯
､

経
済
寧
篇

､

五

月
二

七

日
)

戦
時
財
政
硬
膏

-
新
稿

版

(

B
6

列
､

二
一

五

頁
､

巌
枚
堂

､

七

月
五

日
)

財
政
畢
入

門

-
三

訂
版

(

B
6

列
二

九

六

頁
､

日

本
評
論
社

､

七

月
二

〇
日
)

戦
費
充
足
の

諸
源
泉

-
戦
時

財
政
に

関
す
る

新
刊

書
(

『

日

本
讃
書
新
聞
』

八

月

二
日
)

租
税
負
緒
の

国
際
比

較
の

方
法
(

『

財
政
』

八

月

親
)

官
業

､

租
税
比

較
の

若
干
問
題
(

『

一

橋
論
叢
』

第
一

四

名
第
三

哉
､

九

月
一

日
)

決
戦
財
政
政
策
の

焦
鮎
(

『

同
盟
通
信
』

金
融
財
政
版

､

一

一

月
一

四

日
)

櫓
椀
政
策
の

強
化

-
特

異
性
を

示

す

現

代

戦
時
財
政

(

『

大
草
新
聞
』

一

二

月
一

〇
日
)

昭

和
二

〇

年
(

一

九
四

五

年
)

我
が

国
決
戦
財
政
の

動
向
(

『

同
盟
通
信
』

金
融
財
政
版

､

二

月
一

〇
日
)

公
債
螢
行
の

限
界
決
定
原
則
(

『

財
政
金
融
月
報
』

第
一

巷
第
三

競
､

三

月

親
)

昭

和
二

-

年
(

一

九
四

六

年
)

臨
時
財
産
株
の

歴
史

(

『

財
政
』

一

月
競
)

財
産
椀
と

物
納
制
(

『

税
』

一

一

月

競
)

昭

和
二

こ

年
(

一

九
四

七

年
)

不
合
理

な

負
塘
(

『

帝
人

朝
日
』

二

月

競
)

職



新
憲
法
と

財
政
(

『

経
済
』

二

月
親
)

､

財
政

(

蟻
山
政
道
編
『

新
憲
法
講
座
』

第
二

巷
､

政
治
教
育
協

骨
､

四

月
二

五

目
)

わ
が

租
税
政
策
の

進
路
(

『

賓
業
之
日

本
』

九
月

競
)

家
庭
経
済
の

持
換
(

『

生

活
文
化
』

一

一

月
競
)

間
接
税
と

国
民
生

活
(

『

夕
刊
信
州
』

二
月
九
日

､

そ
の

他
の

地

方
紙
)

.
椀
制
改
正

に

関
す

る

園
舎
公
聴
合
公
述
(

参
議
院

､

財
政
金
融
委
員
合
食
議
錬

一

一

月
二

四

日
)

国

家
財

政

概
論

･

1
六

訂

版

人

A
5

列
､

二

三

四

頁
､

巌
松
堂

､

一

二

月
三

〇
日
)

昭

和
〓

三

年
(

一

九
四

八

年
)

イ
ン

フ

レ

下
の

租
税
制
度
(

『

ダ

イ
ヤ

モ

ン

ド
』

一

月
二

一

日
)

経
常
的
綜
合
財
産
税
の

創
設
(

『

東
洋
経
済
新
報
』

二

月
一

四

日
)

イ
ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

と

法
人

課
税
(

『

産
業

経
理
』

二

月

競
)

現
行
税
制
と
イ
ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

(

『

財
政
』

三

月
競
)

イ
ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

と

課
検
技
術
(

『

一

橋
論
叢
』

第
一

九
巷
第
三

･

四

境
､

四

月
一

日
)

税
制
批
列
の

根
本
問
題
･
(

『

讃
責
新
聞
』

五

月
一

六

日
)

国
税
改
正

法
実
に

関
す
る

圃
曾
公
聴
合
公
述

(

衆
議
院
大
蔵
委
員
合
食
議
録
六

月
一

六

日
)

地

方
財
政
に

関
す
る

園
舎
参
考
人
謹
言
(

参
議
院
地

方
行
政
委
員
合
合
議
鐘
六

月
二

五

打
)

廿
三

年
度
像
算
の

分
析

-
形

だ

け
の

｢

健
全

財
政
+

(

『

一

橋
新
聞
』

七

月
一

日
)

ア
マ

ナ

共
産
髄
の

生

成
と

終
焉
H

､

H
(

『

国
家
学
令
雑
誌
』

第
六
二

奄
､

第
八

戟
八

月
一

日
､

同
第
九
競
九
月

一

日
)

専

賓
損
益
と

国
民

負
撼
(

『

財
政
と

専
責
』

第
六

競
､

大
森
省
専
費
局

､

二
月

一

五

日
)

日

本
専
棄
公
社
法
案
に

関
す
る

園
舎
公
聴

曾
公
述
(

衆
議
院
大
赦
委
員
合
食
義
政

一

一

月
二

五

日
)

財
政
畢
概

論

-
改

訂

版
(

A

5

列
､

四

五
二

頁
､

日

本
評
論
祀

､

八

月
一

〇
目
)

課
税
限
界
の

諸
畢
説
(

『

財
政
』

一

二

月

兢
)

β占貯

も

､ネ

若
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一

橋論叢 第四 十 二 各 席六 競 (1 叫二‾･ ′
′

附
加
債
億
椀
撃
説
の

螢
展
(

『

検
経
通
信
』

一

月
一

五

日
)

合
計
姓
名
寧
(

『

一

橋
新
聞
』

一

月
二

〇
日
)

租
税
僅
系
は

如
何
に

改
正
さ

れ

た
か

(

『

賓
業
之
日

本
』

別
刷

､

『

税
金
封

策
と

金
融
の

手
引
』

一

月
二

八

日
)

附
加
償
値
税
の

本
質
に

就
て

(

日

本

租
税
研
究
協
合
編
『

シ

ャ

ウ

プ

勧
告
の

綜
合
的
研
究
』

二

月
一

日
)

国
税
改
正

法
実
に

関
す
る

園
舎
公
聴
含
公
述
(

衆
議
院
大
蔵
委
貝
合
食
議
鉄
三

月
二

日
)

地

方
椀
改
正

法
案
に

関
す
る

園
舎
公
聴
含
公
述
(

参
議
院
地

方
行
政
委
員
合
食
議
錬
三

月
三

〇
日
)

税
制
批
判
の

基
本
問
題
(

『

税
務
合
計
』

四

月
一

五

日
)

地

方
税
及
び

平
衡
交
付
金
の

批
判

(

東
京
都
税
務
協
議
合
『

地

方
税
研
究
』

五

月
二

五

日
)

新
刊
外
国
書
の

購
買
欲
(

『

一

橋
新
聞
』

六

月
一

日
)

財
政
畢

概
論
(

改

訂

版
)

の

鮎
字

詳
全
四

奄
(

大
阪
市
阿
倍
野
局
霞
内
昭

和
町

酉
三

丁
目

一

七
､

ラ

イ

ト
ハ

ウ
ス

鮎
字
出
版
部

､

六

月
三

〇
日
)

財
政
畢

-
増
補
版
(

A
5

列
､

二

六

八

頁
､

千
倉
書
房

､

七

月
二

〇
日
)

租
税
制
度
の

理

論
と

現
箕
(

『

西
日

本
新
聞
』

七

月
三

一

日
)

財
政
畢
研

究
(

A

5

列
､

二

四
二

頁
､

千

倉
書
房

､

八

月
二

〇
日
)

シ

.ヤ
ウ

プ

再
勧
告
の

特
性
(

『

下
野
新
聞
』

九
月
二

七

日

そ
の

他
の

地

方
紙
)

財
政
畢
教
程
(

A

5

列
､

二

五
二

頁
､

巌
松
堂

､

一

〇
月
五

日
)

→
オ

b

く
巴
亡

?
A
d

d
e

d

→
P

H

F
-

払

匂
巴
-

(

→
F
e

A

己
-

巴
四

〇
巾

旨
e

H
-

t

O
t

呈
す
P

旨
-

A
O

p

計
2
¥

く
○
-

･

-
､

宅
0

+
-

0
0
t

O

訂
→

､

-

漂
○
)

1
-
ス

ペ

イ
ン

語
詳
あ

り

(

後
出
)

｡

附
加
償
値
税
の

問
題
鮎
(

一

橋
大
撃

経
済
研
究
所
編
『

経
済
研
究
』

第
一

巷

第
四

兢
､

一

〇
月
二

〇
日
)

昭

部
〓

六

年

(

一

九
五

一

年
)

閻
椀
改
正

法

実
に

閲
す
ろ

園
舎
公
聴
骨
公

述
(

衆
議

院
大
蔵
委
貞
合
食
義
政
二

月
二

七
日
)

地

方
税
改
正

法
実
に

関
す
る

園
舎
公
聴
合
公
述

(

衆
議
院
地

方
行
政
委
員
合
合
議
鋲
三

月

九
日
)

,
花
戸
龍
赦
著
『

財
政
原
理

単
記
』

(

『

全
国
出
版
新
聞
』

三

月
一

五

日
)

β甜

仙
も
パ

∵
.

.
ト

も

`ゝ
､



今
年
度
像
算
と

国
民

監
済

(

『

高
知
新
聞
』

四

月
一

日
､

そ
の

他
の

地
方

紙
)

ア

メ

リ

カ

税
制
の

一

側
面
(

『

日

本
租
税
研
究
協
合
食
報
』

第
一

二

親
､

四

月
二

八

日
)

シ

カ
ゴ

の

一

三
一

三

館
(

『

一

橋
論
叢
』

第
二

五

奄
第
五

競
､

五

月
一

日
)

国
際
財
政
草
食
(

『

日

本

租
税
研
究
協
合
食
報
』

第
一

四

境
､

六

月
二

二

日
)

附
加
償
値
税
の

加
算
法
と

軽
除
法
(

『

ア

カ

ウ
ン

テ
ィ

ン

グ

一
企
業
合
計
』

七

月

競
､

六

月
二

五

日
)

1

(1 由) 名さ敦盛井藤 牛強者作 目錬

臼
-

.

-

m
写

-

e

賢
○

甘
]

盲
ロ
か
払

琶

ぎ
e

e
-

畠
r

-

○
→

p
g

岩
g

監
.〇

小

→

岩
d

亡

8
岩
ロ

(

訂

H
e

り

2
-

n

訂

如
く
H

H
:

､

ロ
ト

m
.

N
〉

巳
e

已
0

0
-

p

す
一

丁

甘
n
-

○

(

訂

-

況
-
)

椀
制
改
正
に

闇
す
る

園
舎
参
考
人

謹
言
(

衆
議
院
大
嶽
委
員
曾
合
議
鐘

一

〇
月
三

一

日
)

法
人

所
得
の

重
複
課
税
問
題
(

『

ア

カ

ウ
ン

テ

ィ

ン

グ

一
企
業
合
計
』

〓
月
競
)

営
業
課
探
の

諸
問
題
(

地

方

財
政

委
具
合
編
『

自
治
時
報
』

二
月

貌
)

押
P

m
か

ロ

(

H
-

→
ユ

2
e
仏

耳
O

E

8
n
か

ロ
ー

0

0
､

く
○
-

.

法

人
所
得
の

二

重

課
税
(

『

一

橋
論
叢
』

第
二

六

名
第
六

競
､

一

二

月
一

日
)

財
政
と

は

(

日

本
放
途
協
骨
張

､

N
H

写
フ

ジ

オ

テ

キ

ス

ト

『

文
化
講
座
』

､

一

二

月
一

〇
日

-
昭

和
二

七

年
一

月
四

日
よ

り

三

月
二

八

日

ま
で

｢

毎

週
一

同
､

一

三

同
に

わ

た
っ

て

行
っ

た

放
迭
の

要
旨
)

地

方
税
の

諸
問
題

(

全
都
道
府
鯨
監
査

委
員
協
議
令
達
合
食
編
『

監
査
と

地

方

自
治
』

一

二

月
畿
)

法
人
の

本

質
と

租
税
(

日

本
観
椀
研
究
協
曾
編
『

講
和

條
約
後
の

日

本
税
制
』

一

二

月
一

七

日
)

昭

和
こ

七

年
(

一

九
五
土

牛
)

計
数
よ

り

み

た

国
家

財
政
(

『

財
政
経
済
弘
報
』

一

月
一

日
)

税
制
改
正

法
案
に

関
す
る

園
舎
公
聴
合
公
述
(

衆
議
院
大
蔵
委
貝
合
食
義
鎮
二

月
二

二

日
)

税
制
改
正

法
実
に

関
す
る

園
舎
公
聴
合
公
述
(

参
議
院
大
蔵
委
貝
合
食
義
政
三

月
一

一

日
)

譲
渡
所
得
税
の

諸
問
題
(
『

ア

カ

ウ
ン

テ
ィ

ン

グ

+
企
業
合
計
』

六

月

競
)

財
政
と

は

何
か

-
N

E

正

教
養

大

草
(

新
書
判

､

一

〇
三

頁
､

日

本
放
迭
協
合
編

､

■
賓
文

館
､

七

月
一

五
日
)

附
加
慣
値
税
の

再
吟
味

(

『

自
治
時
報
』

九
月
親
)

ββ身
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二
乍

現
在
地

方
財
政
の

現
況
(

『

監
査
と

地

方
自
治
』

臨
時
増
刊

､

九

月
二

五

日
)

-

p

p
a

ロ
∽

品
e

邑
訂
F
e

句

旨

賀
N

e

n

-

巴

T
-

¢

治
(

ヨ
ロ

㌢
旨
→
O

E
メ

セ
e

亡
e

句
○
-

g
e

二
田

P

-

い
､

甲
♪

→

き
i

n

粥
e

ロ

○
打
t

O

訂

:
串
N

)

昭

和
二

十
七

年

度
補
正

線
算
に

関
す
る

園
舎
公
聴

禽
公
述
(

参
議
院
漁
算
委
員
合
食
議
銀

一

二

月
八
日
)

税
制
改
正

に

関
す
る

間
合
参
考
人

謹
言
(

参
議
院
大
森
委

員
合
合
議
銀

一

二

月
九
日
)

･

直
接
税
と

間
接
税
の

概
念
(

『

日

本
租
税
研
究
協
合

年
報
』

㈲
『

第
四

国
研
究
大
食
記
録
』

､

一

二

月
一

八
日
)

『

官
房
畢
』

そ
の

他
の

数
項
目

(

平
井
黍
太

郎
編
『

経
営
畢
節
典
』

一

二

月
一

五

目
)

昭

和
二

∧

年
(

一

九
五

三

年
)

直
接
税
と

間
接
税
に

関
す
る

諸
畢
説
(

『

一

橋
論
叢
』

第
二

九

奄
第

一

兢
､

｢

月
一

日
)

国
税
改
革
と

理

論
的
背
景
(

『

財
政
経
済
弘
報
』

一

月
一

日
)

財
政

畢

-
全

訂
版

(

A

5

列
､

二

三

八

頁
､

千
倉
書
房

､

二

月
五

日
)

租
税
の

パ

ラ

ド
ッ

ク

ス

(

『

東
京
朝
日

新
聞
』

三

月
一

三

日

朝
刊
)

同
上

(

茅
誠
司
編
『

現
代
学

問
の

す
す
め
』

二

九

年
一

一

月
二

〇
日
に

持
載
)

財
政
文
書
国
際
事
務
局
(

日

本
租
税
研
究
協
合
編
『

粗
探
研
究
』

第
三
五

親
､

三

月
三

一

日
)

→

ど
せ
P
S

ど
l

d
e

a

O
巾

句
-

s

O

巴

S
c
i

e

ロ
O

e

(

→
F
e

A
日

日

巴
∽

O
f

t

F
e

H
-

t

O
t

り

仁

ぎ
p

s

E

A
c

p

P
①

ヨ
叫
-

く
○
-

.

い
一

望
〇
.

N
)

A
p

ユ
ー

)

-

思
い

●

)

浦
洲

事
欒
尊
生

よ

り

講
和
條
約
番
数
ま

で

の

日

本
の

財
政
上

､

下
(
『

財
政
』

､

五

月

戟
､

六

月

兢
)

租
税
髄
系
の

一

提
説

(

『

税
経
通
信
』

五

月
一

日
)

日

本
勧
業
銀
行
史

-
書
評

(

『

讃
東
新
聞
』

七

月
一

九
日

朝
刊
)

日

本
の

直

接
税
と
シ

ャ

ウ

プ

報
告

(

『

租
税
研
究
』

第
四

〇
競

､

八

月
三

〇
日

､

第
四

一

統
､

九
月
三

〇
日
)

国
民

負
楯
軽
減
の

鰊
地

大

-
税
制

調

査

合
答

申
の

問
題

鮎

(

『

讃
頁
新
聞
』

一

一

月
二

四
日

朝
刊
)

財
政
の

話
(

日

本
放
迭
協
合
編

､

N

B
甘

ご
フ

ジ

オ

テ
キ

ス

ト

『

N

H

正

数
養
大
学
』

一

二

月
二

〇
日

-
昭

和
二

九

年
一

月
一

五

日

よ

り
三

月
二

六

日

ま
で

､

毎
週

一

同
､

一

一

同
に

わ

た
っ

て

行
っ

た

放
送
の

要
旨
)

官
記
O
t

→
p

琵
∽

訂

甘
呵

P

n

賀
n

t

F
e

∽

ど
亡

竹

村
e

胃
ユ

(

勺
亡

b
-

訂

句

首

告
0

¢
､

七
〇

-
･

∞
】

Z
9

ヂ

→

訂

H
p

鴨
亡
e

}

-

諾
ぃ

)
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昭

和
〓

九
年
(

一

九
五

四

年
)

税
制
調
査
含
答
申
の

概
要
(
『

税

経
通
信
』

第
九
巻
第

一

競
､

一

月
一

日
)

シ

ャ

ウ

ブ

税
制
は

解
燈
し

た

か

(

『

財
政
経
済
弘
報
』

第
四

二

〇

競
､

一

月
一

日
)

地

方
検
改
正

法
案
に

関
す
る

園
舎
公
聴
合
公
述

(

衆
議
院
地

方
行
政

委
員
合
食
義
鎮
三

月
一

八

日
)

入

場
税
の

開
校
移
管

-
現
状
で

は

や

む

を

え

な
い

措
置
(

『

毎
日

新
聞
』

三

月
二

五

日

朝
刊
)

臼

宗
一

笥

ぎ

勺
一

旨
-

訂

ヨ

冨
喜
作

(

田
口

○

ロ
○

邑
O

S
e

ユ
b
ロ

ー

宅
〇
.

い
〉

2

d
ビ

訂
P

b

呵

t

訂

哲
訂
口
口

e

C
O

亡

n
O

ご

O
f

l

p

p

呂
､

呂
賀
O

F

-

宏
一

･

勺
p

J
N

O
)

ド

イ

ツ

祀
合
民

主
真
の

租
税
政
策
(
『

一

橋
論
叢
』

第
三

一

巻
第
四

競
､

四

月
一

日
)

企
業
の

特
別
減
税
(

『

ア

カ

ウ
ン

テ
ィ

ン

グ

一
企
業
合
計
』

第
六

奄
第
五

競
､

五

月
一

日
)

地

方
税
改
革
の

問
題
鮎
(

『

地

方
自
治
』

第
七

七

兢
､

五

月
五

日
)

租
税

経
済
と

資
本
主
義
(

日

本
経
済
尊
令
達

合
『

ブ

レ

テ
ィ

ン

』

第
五

競
､

五

月
)

租
椀
と

社
食
主
義
(

『

青
淵
』

第
六
五

親
､

八

月
一

日
)

財
政
の

話

(

B

6

列
､

一

七
一

頁
､

千

倉
書
房

､

九
月
二

〇
日
)

米
彿
濁
諸
国
の

附
加
債
侶
税
(

地

方
財
務
協
合
編
『

地

方
自
治
論
文
集
』

-
町

村
合
併
促
進
法
施
行

一

周
年

､

地

溝

自
治
組
合
大
展
覧
骨
記

念
､

九

月
二

五

日
)

欧
米
諸
国
の

附
加

慣
値
税

-
報

告

概
要
(

『

粗
椀
研
究
』

第
五

四

境
､

一

〇
月
三

〇
日
)

二

十
九
年
度
国
家

財
政
を

分
析
す
る

(

『

時
事
教
養
』

一

三
一

読
､

一

一

月
一

日
)

重
い

税
金
(

『

如
水

禽
含
報
』

ニ
ー

月

競
)

欧
米
諸
国
の

附
加
償
値
税
(

『

日

本
租
税
研
究
協
合
年
報
』

閑
､

『

第
六

同
研
究
大
食
記
録
』

､

一

二

月
二

五

日
)

財
政
学
講
座
H

園
の

合
計
(

『

財
政
』

一

二

月
兢
)

昭

和
三

〇

年
(

一

九
五

五

年
)

財
政
孝
講
座
付

置
費
の

分
析
(

『

財
政
』

孝
一

〇
葛
第

一

哉
､

一

月
一

打
)

β身J
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同

上

斡

同

上

㈲

同

上

㈲

同

上

村

岡

上

付

同

上

榊
一

同

上

伽

租
碇
と

社

食
的
基
礎
(

『

財
政
』

琴
一

〇
巻
第
二

競
､

二

月
一

日
)

租
梶
原
則
(
『

財
政
』

第
二

〇
巷
第
三

競
､

三

月
一

日
)

租
税
の

倍
系
(

『

財
政
』

第
二

〇
巷
第
四

兢
､

四

月
一

日
)

租
税

負
塘
の

測
定
(

『

財
政
』

第
二

〇
巷
第
五

競
､

･
五

月
一

日
)

租
椀
の

配
分
と

持
嫁
(

『

財
政
』

第
二

〇
葛
賃
六

親
､

+
ハ

月
一

日
)

官
業
と

公

債
(

『

財
政
』

第
二

〇
巷
第
八

競
､

七

月
一

日
)

公
債
と

国
家
破
産
(

『

財
政
』

第
二

〇
奄
第

一

〇
競

､

八

月
一

日
)

汐見曾

同

上
㈹

地

方

財
政
の

特
性
(

『

財
政
』

第
二

〇
巷
第

一

一

統
､

九
月

一

日
)

財
政
規
模
の

桁
少
が

先
決
問
題
(

『

税
務
通
信
』

一

月
三

日
)

→
ビ

b
O

ユ
e

亡

n

中

→
e

已
F

2.
吋

n

訂
→

Z
2

t
t

O

亡

冒
S

P
t

琵
t

e

亡
e

り

一

声

ー

p
p

p
ロ

(

ヨ
ロ
P

n
N

P

言
E
く

Y

Z
O

亡
e

句
○
】

的
e

-

田

中

-

†
H
一

山
)

-

設
モ
ー

諾
ぃ

一

)

財
政
畢
教
程

-
改
訂

版

(

A

5

列
､

二

六

四

頁
､

巌
松
堂

､

二

月
二

〇
日
)

減
税
は

果
し
て

可
能
か

(

『

讃
貸
新
聞
』

二

月
二

一

日

朝
刊
)

財
政
畢

-
三

訂

版
(

A
5

列
､

二

六

六

頁
､

千
倉
書
房

､

三

月
一

日
)

日

本
附
加
慣
値
税
の

同
顧
(

一

橋
大
畢
研
究
年
報
『

経
済
畢
研
究
』

H
､

三

月
二

八

日
)

財
政
畢
概
論

1
再
訂

版
(

A

5

列
､

三

五

〇
頁

､

日

本
評
論
新
祀

､

三

月
三

〇
日
)

財
政
の

話

-
再

版
(

B
6

列
､

一

七

七

頁
､

巻
頭
に

ワ

グ

ナ

ー

そ
の

他
の

馬
眞
六

枚
を

加
う

｡

千

倉
書
房

､

四

月
一

五

日
)

志
望
者
に

輿
え
る

-
学
部

選
揮
の

し
お

り

-
商
軽
挙
部
の

巷
(

『

螢
雪

時
代
』

六

月
親

､

六

月
一

日
)

畢
生

時
代
の

岩
田

巌
教
授
(

『

産
業
経
理
』

第
一

五

巷
第
六

兢
､

六

月
一

日
)

国
税
改
正

法
案
に

関
す
る

園
舎
公

*
含
公
述

(

参
議
院
大
赦
委
員
合
合
議
錬
六

月
二

〇
日
)

地

方
税
改
正

法
実
に

関
す
る

国
合
参
考
人

澄
言
(

参
議
院
地

方
行
政
委
員
合
食
議
錬
七

月
二

二

日
)

国
輯
改
革
批
判
(

『

椀
務
弘
報
』

第
三

巷
第
八

坂
､

八

月
一

日
)

『

財
政
』

の

項
目
(

東
洋
経
済
新
報
祀
『

経
済
畢
大
筋
典
』

第
二

巻
､

九
月
三

〇
日
)

勤
労
所
得
椀
軽
減
の

た

め
の

二

方
策
(

『

新
政

経
ニ

ュ

ー

ス

』

第
六

九
競

､

八

月
一

日
)

こ

＼

.

シ
ん

､

†

･

ト
､
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財
政
国
際
草
食
に

つ

い

て

(

(

『

日

本
租
税
研
究
協
倉
卒
報
』

呵
『

第
七

回
折
究
大
倉
記

録
』

二

耳
六

日
)

某
月
某
日

(

『

日

本

経
済
新
聞
』

二
一

月
二

七
日

朝
刊
)

略

和
三

一

年
(

一

九
五

六

年
)

武
田

隆
夫

､

遠
藤
湘
吉

､

大
内
力
共
著
『

近

代
財
政
の

理

論
』

-
書

評

(

日

本

評
論
新
社
『

経
済
評
論
』

第
五

巷
第

一

撃
一

月

二
日
)

財
政
国
際
草
食
と

国
際
財
政
協
合
(

『

財
政
』

第
二

一

零
第

一

競
､

一

月
一

日
)

地

方
財
政
調
整
制
度
の

再
吟
味
(

『

財
政

経
済
弘
報
』

一

月
一

日
)

ス

ポ

ー

ツ

の

限
界
(

『

中
畢
時
代
』

三

月
一

日
)

学
界
の

封
鎖
性
(
『

一

橋
研
究
』

H
､

三

月
二

七

日
)

ム

リ

が

あ

る

高
僧
な

政
府
の

租
税
策
(

『

賓
業
之
日

本
』

第
五

九

巷
第

一

〇

耽
､

四

月
一

五

日
)

国
際
財
政
協
合
第
九
岡
倉
議
と

財
政
国
際
草
食
第
十

一

国
合
議
(

一

橋
大
学
経
済
研
究
所
編
『

経
済
研
究
』

第
七

雀
第
二

競
､

四

月
一

五

日
)

ま

ず
数
府
騒
の

合
併
を

望
む

(

『

自
治
時
報
』

第
九
巷
第
五

競
､

五

月
一

日
)

ヨ
○

ど
ー

p
ロ

内

監
0
1

〉

A
n

肖

召
e

n

巴
什

亡
1

e

→
p

㌍

C
O

ヨ
2
2

n
-

(

内
吋
内
ビ
O
S

-

く
○
-

･

¢
-

句

臣
U

･

Ⅳ
､

野
邑
こ

止

ま
.

)

租
税
と

社
食
主
義
(

『

国
民

経
済
難
誌
』

第
九
三

省
第
六

兢
､

六

月
一

〇
日
)

附
加
慣
値
税
を

め

ぐ
る

諸
問
題
(

『

東
京
新
聞
』

六

月
一

二

日
)

三

十
歳
の

こ

ろ

-
ベ

ル

リ

ン

の

官
尊
生

活

(
『

讃
賓
新
聞
』

八

月
一

三

日

夕
刊
)

税

負
塘
の

均
衡
の

た

め
に

ー
特
別

免

減

措

置
を

整

理

し

ょ

う

勾
朝
日

新
聞
』

九
月
七

日

朝
刊
)

親
合
滑
費
祝

-
未

賓
施
の

新

棟

種

-
報
告

要
旨

(

『

租
税
研
究
』

第
七

八

兢
､

一

〇
月
三

〇
日
)

財
政
畢

1
月

訂

版
(

A
5

列
､

二

七

八

頁
､

千
倉
書
房

､

二
月

一

〇
日
)

新
税

｢

綜
合
滑
費
税
+

(

『

財
政
経
済
弘

報
』

第
六

〇
一

競
､

一

一

月
一

二

日
)

綜
合
滑
費
税

-
末

書
施
の

新

棟

種
(

『

日

本
租
税
研
究
協
合
年

整
印

､

『

第
八

同
研
究
大
骨
記
鉄

』

一

二

月
二

〇
日
)

昭

和
ニ

〓
-

年
(

一

九
五

七

年
)
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間
接
税
の

重

課
問
題

1
ト

間
接

税

は

悪

税
か

(

『

財
政
経
済
弘
報
』

第
六

一

〇

琴
一

月
一

日
)

年
賀
状
(

『

エ

コ

ノ
､

､

､

ス

ト
』

､

一

月

五

日
)

税

膿
系
を

整
備
せ

よ

ー
特
別

措
置

を

整

理

す
る

好

機
(

『

東
京
新
聞
』

一

月

三
日

朝
刊
)

昭

和
三

十
二

年
度
換
算
に

関
す
る

園
舎
公
聴
合
公
述
(

衆
議
院
漁
算
委
員
合
食
議
線
二

月
一

九
日
)

国
税
改
正

法

実
に

関
す
る

園
舎
公
聴
合
公
述
(

参
議
院
大
頼
義
員
合
合
議
鉄
二

万
一

九
日
)

地

方
椀
改
正

法
実
に

関
す
る

参
考
人

謹
書
(

参
議
院
地

方
行
政
委
員
合
食
議
録
三

月
二

九
日
)

あ
る

ひ

と

り

の

哲
人
｢

エ

ド

ワ

ー

ド
･

カ

ー

ペ

ン

タ
ー
+

(

『

一

橋
新
聞
』

五

月
一

〇
日
)

財
政

-
法
律
単

二
血

○

講
､

憲
法
九
(

『

法
学
セ

ミ

ナ

ー
』

九
月

琴
九
月

一

日
)

租
税
論

-
杜

官
主

義
租
稀
と

資
本
主

義
租
税
(

A

5

列
一

二

四

頁
､

千
倉
書
房

､

九
月

一

〇
日
)

現

代
日

本
に

お

け
る

地

方
財
政
の

諸
問
題
(

『

自

治
監
査
』

一

〇
月

競
､

一

〇
月

一

日
)

営
業
に

か

か

る

も

ろ

も

ろ
の

税
金
(

第
二

回
『

柳
屋
ゼ
､

､

､

ナ
ー

ル

』

一

〇
月
二

四

日
)

相
績
税
の

本
質
と

諸
形
態
(

『

日

本
租
税
研
究
協
合
年
報
』

糾
､

『

第
九
同
研
究
大
食
記

整
一

二

月
二

四

日
)

昭

和
三

三

年
(

一

九
五

八

年
)

警

邑
s

F

賀
S

邑
t

亡

已
句
-

ロ

P
n
N

漂
t

2

m

+

古
賀

こ
H

呂
き
喜
F

d
e

l

句
-

日

昌
ヨ
ユ

琶
口

琴

邑
-

-

F

設
両
･

三
日

G
e

ユ
○

鞄

旨
か

冨
亡

∋
P

早
い

･

せ
d

.

】

N
.

A

邑
.

〉

→
声
b

ど
g
e

ロ

ー

況
∞
)

税

制
改
正

に

お

け

る

課
題

(

『

税
経
通
信
』

第
一

三

奄
第

一

競
､

一

月
一

日
)

相
模
課
税
の

理

論
的
背

景
(

『

財
政
経
済
弘
報
』

第
六

七

〇

競
､

一

月
一

目
)

純
学
者
加
藤
由
作
教
授
(
『

一

橋
論
叢
』

第
三

九
巷
第
二

琴
二

月
一

日
)

重
す
ぎ

る

税
金
は

ど

こ

ま

で

安
く

な

る
か

(

『

賓
業
之
日

本
』

第
六

一

巻
第
三

琴
二

月
一

日
)

南
伊
豆
の

冬
(

『

青
淵
』

第
一

〇
八

親
､

三

月
一

日
)

服
部
兄
の

御
提
案
に

つ

い

て

(

『

如
水
食
合
報
』

三

月

競
､

三

月
一

■
日
)

逆
境
を

克
服

す
る

1
-
米
谷
隆
三

君
の

追
憶

(

『

イ
ン

シ

ュ

ア

ラ
ン

ス

』

第
一

八

六
一

■
琴

五

月

二
且

日
)

一
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一

･

†
一

､

『

一

橋
大
畢
』

の

項
目
(

平
凡
社
『

世
界
百

科
大
事
典
』

第
二

四

巻
､

五

月
二

五

日
)

わ

が

国
の

漁
算
と

国
民
経
済
(

第
一

銀
行
『

明
星
』

第
二

一

騎
､

六

月
一

一

日
)

日

本
財
政
の

概
観

-
経

済

螢

展
と

の

関
連

に

お

け
る

日

本
の

公

共

収

支
の

尊
貴
と

計

数

(
『

財
政
』

第
二

三

省
第
九

琴
八

月
一

日

-
九
月
に

ブ

ル

ッ

セ

ル

で

開
か

れ

る

『

財
政
国
際
草
食
』

第
一

四

同

大
曾
へ

の

報
告
邦
文
原
稿
)

相
増
税
の

諸
問
題
(

滋
賀
大
草
経
済
学
舎
編
『

大
畑
文
七

博
士
還
暦
記
念
論
文
集
』

‥

1
『

彦
根
論
叢
』

第
四

六
､

四

七

併
競

､

九
月
)

経
済
畢
の

劣
等
感
(

東
京
商
工

合
議
所
編
『

東
商
』

第
一

三

五

競
､

九

月
一

.
日
)

日

本
財
政
の

計
数
分
析
(
『

一

橋
論
叢
』

第
四

〇
巷
第
五

琴
一

一

月
一

日
)

昭

和
三

四

年
(

一

九
五

九
年
)

雪
上

税
と

企
業
課

椀

-
そ
の

相

関

関

係
と

附
加
債

値

税

(

『

財
政

経
済
弘
報
』

一

月
一

日
)

S
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ぎ
3
S

E
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こ
名
P
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句
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P
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完
P
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O
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窒
○

⊥
ま
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､

ゥ

訂
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ざ
阜

-

ま
ご

C
O

m
∋
e

邑

(

J

名
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曾
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ユ
e

ユ
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Z
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A
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-
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)

財
政
畢

-
五

訂

版

(

A

5

列
､

三
一

〇

頁
､

千

倉
書
房

､

五

月
二

〇
日
)

句
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→
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O
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甘
p

呂
e
∽
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河
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E

超
e

n

d
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蒜
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邑
e

P
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哲
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ロ
○

邑
○

冒
邑
O

p

m
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ロ
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‖

買
P
-
-
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邑

押
e

勺
○
→
什

(

ゴ
P

く

臣
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計
】

バ
ロ

邑
t

亡
t

I

ロ
t

e

2
払

巨
○
ロ

巴

計

ヨ
臼

賀
D

e

ロ

ワ
ト

≡
-

宅
e

竺

｢
ぷ

臼

官
ユ
p

喜
e

e

:
p

の

t

コ
岩
t

仁
→

e

計
仏

→

g
e
t
t

e

∽

e

t

d
e

s

象
匂
2

n
∽

監

写
g
q

莞
S

2

ロ

f

O

n
O
-

}

呂
d

仁

d
か

邑
O

p

勺
e

2

邑
か

c

O

n
O

邑
宅
e

d
e

の

ロ

邑
○

巳
い

2
日
g

鼓

計

野
亡

邑
-

e
の

S
①

p
-

e

ヨ
b
l

①

-

u

-
-

J

-

況
∞

､

如
H

く

S
e

邑
O

n
､

官
亡

盟
亡
e
∽

-

況
や

.

)

Z
e

弓

句

邑
竺
p

邑

ヨ
g

弓
e
S

｡

n

甘
笥
ロ
e

琵

空
汁

已
｡

句

旨

臣
話
(

ゴ
F

e

A
ロ
n

巴

…
f

t

F
e

H

誉
t

岩
訂
s

E

A
O

邑
e

m
¥

ぎ
】

.

-

○
､

り

訂
.

-
-

A
亡

g

宏
t

､

-

讃
¢

.

)

財
政
畢
の

基
本
概
念
の

再

吟
味
(

青
山
学
院
創
立
八

十
五

周
年
記
念
論
文
集

､

『

青
山
経
済
論
集
』

第
一

一

考
､

二
､

三

合
併

琴

二
月

言
H

)

､

租
税
負
塘
の

測
定
方

法
(

『

日

本

租
税
研
究
協
合
年

整
ヒ

､

『

第

二
同
研
究
大

食
記
録
』

一

二

月
)

㌧

べ
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